















































































































































































































打出したζ とκ伴う諸問題をめく'って引き起こされた教育界h の警鐘は、まこと κ意味深いもの
があったといえよう。答申が学校生活のゆとりと充実を提唱する ζ とは単K教育内容の郎被とか
授業時数の軽減だけでは在く、学校生活全体の学校的裁量までを含めているO 在校時間を現在程
度が適当であるとの前提の下で、実質的には教科の時数を 10弼程度減少し、それ以上の 20--
3 0弼程度の教育内容を削減しようと意図するものであるが、そこ托生まれる余裕の時間を、学
校生活のゆとりと充実のために二つの方向で学校ごと托検討せよというのであるO
答申にいうこつの方向というのは、 f学校の活動(給食指導・休憩の時間を含む)1/[ゆとりが
もてゐょう氏するとともに、例えば体力増進のための活動、地域の自然や文化1/[親しむ体験的な
活動、教育相談花関する活動、集団行動の訓練的な活動在ど学校が創意を生かした教育活動があ
る程度確保できるよう f亡するJという方向性であるO すなわち、時間的在意味でのゆとりは、従
来まり以上K確保されることとなるが、その時間の余裕を使用するのは、ある場合1/[は特別活動
の充実として創意的な学校教育、を興してもよいし(後段の場合従相当為教育課程の改善に在る入
める場合κは学校の教育的識見[そよって時間的托生活的設計の変更児用いられてもよいのである。
この点紀最も典型的な基準の弾力化が表明されているのであるが、、巷間κ伝えられるr学校載量
の時間とはこれを指しており、一方では時間のゆとりを讃えてつ9、他方ではそれが教育課程外の
ーもー
時間であるとすれば、教師が従来の放課時限として扱い、教育にそれだけ手抜きが起こらなL、か
と憂え、それゆえVi::f尋問の使用Uてなんらかの基準を設ける必要がめる、とする議論まで、も惹起し
たのであるO との点にも学校が単κ規定の教育課程を消化する:意味でのみ、'学校生活をとられて
おり、教育課程外の生活の教育的意義を見落していた弊が表明されているといえるであろう。学
校は法的人格を有してはい左いが、学校の行う教育活動に関して事実上の蓑任主体とならなけれ
ば左らなL、。したがって、地域や児童生徒の実情を考慮し左から、特定の教育自擦に向けて学校
生活全体を教育的陀設計する嚢任を負うべきであるO
法令上の観点からすれば、学年次定めるのは文部大臣であり(学校法施説44条)、学期は公
立学校では都道府県教委か定め(向法施令29条)、授業始7終の時刻は校長が定める(同法施規
4 6条)、との規定から明らかになるように、学校生活を計画化するのは校長であり、校長は教
育の経営という観点でいっそう教育的な組織化に努めなければならないのである。どのよう左教
育課程を編成し、 L、かにそれを実践イとするかの問題とともに、教育課程外の時間が学校生活のほ
工会を占めること κ注意を払¥，'"児童生徒のゆとりと充実の学校生活の中川、都教育的時
効左手だてを講ずることは、先見性と適応、性を備えた計画を樹立しうるか否かL、かん忙かかって
L、るといえよう。
4. 学校生活の計画化と条件
教誤審の答申に示された「ゆとりのあるしかも充実した学校生活が送れるようにすることJの
意味は、上にみたようκ学校生活の全体の組み方に関しており、それは子どもの学校生活κおけ
る授業=教育課程の実施と、教育課程外の教育活動を含み、その両者をL、かκ教育的犯調和的で
あらしめるかの問題であるといえるo このゆとりと充実の学校生活が、 「人間性豊かな児章生徒
を育てるJとL寸基本的自様の達成をめざした学校好子営上の措置と考えられるべきはもちろんで
あるが、ゆとりと充実とが結び合った視点と在っていることにも、深レ考慮が必要とされるであ
ろう。単なるゆとり、しかも時間的左と L、ぅ意味だけのものでは左いのであるO
全体としての学校生活を豊か在人間性を脊てるための重要な要件とみるこ乙は、本来的に教育
学の常道てーあり、これ托呉論のあろうはずは左いのであるが、実際托学校生活をL、かK計画化す
るかについては、さして深い考慮、が払われてと左かったとみるべきであろう。戦前の教育学の中
では、教科の時間的配ヂIJや学校生活の変化などの問題が取りあげられること・はあったが、戦後の
分化した教育学の中では、どこでも重くみて取扱うということは左かった。本当は学校経営の実
践的分野の問題として積み重ねが左されてしかるべき問題在のであるが、学校経営が他の領域の
みに傾斜して、直接的な教育の経営陀理論的根拠を与ええ左かったものとみるべきであるO
戦後の学校教育κ学校給食がとり入れられ、しかもそれが単K給食というのではなく、教育と
しての意義づけが在されるようにまってからは、その教育性と教師の勤務時間の問題とが重なり
あって~学校生活の計画をいっそう窮屈なものとしたことは否定できなb、。しかん、そうした中
托あって、昭和26年の学習指導要領一般続においては、 「時間数および一自の指導計画jの中
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で、一日の学校生活をどのよう κ組めばよ L、かを示唆し、その具体的左例をあげて、たとえば休
憩時間のとり方左ど(r(ついて示しているO プログラムの弾力化、ノレーティーンな事項の一定化、
コマギレでない時数の必要、全体のバランス、教科間の関連や一日の変化在どが視点としてあげ
られ、示唆を与えているのであるO これらの要件だけではなしたとえば学習疲労度からの視点
を加えること托よって、新しい角度から学校生活を再設計するだけの実践ゃ研究が生まれてこな
ければならないであろう。
突は教育課程審議会が、在校時間は現在程度が適当であるとする前提自体か、確実在実証的資
料に基づいて判断したものではなく、実際的経験を有する人々の判断を基礎とする点か大である。
当然κもこの在校時間の問題は、児童生徒の発達の段階、学校所在地域の社会的状況、したかつ
て地域的差異などに、大きく影響されるものであり、また、学校と父母との協力体制の差異にも
左右されるところが多L、。在校時間だけをとってみても、さまざま左視点が成り立つのであるか
ら、教育的配慮の下κ計画される在校時間内の生活設計には、教師ごと(r(異在る観点が存在して
も不思議は左L、。これらを学校教育自標のもとで統括し、いっそう教育的価値を生み出すよう κ
運営することは、基本的な学校経営の仕事であるO ノレーティーン左学校生活のみに終始するとこ
ろに、真のゆとりと充実の内的結合は笠宮れ左いであろう。
学校生活の設計氏当って、疲労と興味花関する基礎資料の不足していることは、きわめて遺憾
とすべき点である。また、遊びと学習κ関する人間形成上の役割が、学校生活全体の中でどのよ
うに安定的在状況を保つであろうかも、的確な基礎的資料に欠けているところが多L、。教育は実
験的κ条件を統制しつつ実践することの困難さのために、仮説から検証への過程がきわめて国難
在研究状況に追いこまれるが、しかし、基本的な疲労度の問題や興味の持続性の吟味、遊びの中
に育つ教育的価値左どか、学校生活の構成に生かされるよう累積的に明確化される必要がある。
それらの要件自身の検討lfC止らず、学校生活における適用の問題として深められるべき左のであ
るO そこから臼謀表の再点検、学校環境の改善、学校Uておける授業と授業外の時間との調和、教
育課程外の教育活動の再組織在ど、重要在学校経営事項花関する改革の資料が待ちれるだろう。教
育課程外の時間か単κ放課とみ在されず、集団の組み方、場所の利用法左どを十分κ吟味して、
たとえ直接κ教師の指導はなくとも、児童生徒自身の学校生活活動を通して、自然κ人間的な何
物かをえさせるだけの工夫が必要で・あるO
現代の学校教育の実情として、教育課程外の教育活動で培われる人間性が、どれほど教育課程
の開発と実践κ組み入れられているかは定かでは左いが、教育課程の開発すらが自主的κ教育的
価櫨K基づいて行われているとはいえ在いのが普通であるとすれば、課程外の活動を深〈意義づ
けることはあまり期待でき在L、かも知れ左L、。しかし、教育課程自体の開発に当って、並行的κ
他の学校生活側面を検討すべき重要性は十分に認識され左ければなるま L、。学校経営上の重要左
課題というべき問題であるO
学校生活の計画化において、教育課程とそれ以外の学校生活の調整が第一の問題とすれば、第
二の問題は教育課程自体の開発という基本的在学校課題V亡し、かκ迫るかの計画問題である。教育
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謀程そのものの基準は、新しい学習指導要領においておそらくは答申を具体化した形て・示されよ
う。その内面的左点κついてはここでは触れ在いが、学校経営上の重要左問題点としては、誰が
教育課程の編成左いし開発を担¥，'"協静j的(1[学校の教育課程を作るのかにある。とこまでくると
教育学研究者の説く抽象的左教育課程論は、ほとんど無力化せざるをえないのでは在いか。また、
日教組の提唱する自主編成論も、自主を学校ごとと文字どおり解するかぎり、現実的Kは不可能
κ近いのが実態であろう。教育諜程の開発κ関する学校の実態に即して考えるとき、せめて文部
省、の指導書と教科書会社発行の指導蓄を中心として、批判的研究の場を設定することが、学校経
営のとるべき次替の方策かと思われる。
第三の問題は、教育課程を編成するというよりは、教育課程の絶えざる改善という意味で開発
の祝点に立っとき、授業こそがその基盤とまるものであるから、ゆとりと充実の学校生活を相互
補完的にとらえるのでは左く、授業の中で同時的に見い出すように自燥化すべきである。抽象的
に表現すれば、最も基礎的・基本的事項、の内容を精選し、毎時の授業の中で真に知的興奮を覚え
しめる授業κ徹し、その累積の上κ新しい教育課程の道を進むべきだということである。
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